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「オンネットデータ配布」
機能・画⾯説明書

株式会社オンネット・システムズ
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■はじめに

●システムの機能範囲
・システム（あるいは⼿作業）で作成したファイル(PDF、CSVなどのデータ）を取引先（得意先、発注先）に、配布する機能を提供する。
・機能は、以下の四つに分かれる。
　①配布データ準備機能
　②配布データ共有管理機能
　③外部認証・認可機能
　④配布データ利⽤機能
・オプションとして以下の機能を⽤意する
　①仮想PDFプリンター（クラウド上でPDFを作成する）
　②タイムスタンプ機能（ファイルの特定時刻の存在確認。電⼦帳簿保存法対応）
　③Microsoft365(OneDrive)連携機能（ファイルの更新履歴を保持するため、電⼦帳簿保存法対応）

●他社サービスとの違い
・「オンネットデータ配布」は、データ配布システム全体を、個々の会社単位にシステム提供するものである（課⾦は、システムの
利⽤料となる）。
・他社の⼀般的なデータ配布サービスは、「データ配布する」点は、同じであるが、サービスのみの提供でシステム⾃体は、他社と
共有して利⽤する。

・配布データの管理が、⾃社となるので、共有による第三者閲覧（共有サービスの場合、システム管理作業が⾃社ではない）の不安を排除できる。
・取引先へのデータ配布機能に、独⾃のサービスを追加できる（カスタマイズ）。
・システム連携をデータ配布管理DBを直接⽤いて（API⽅式でなく）、⾼度（既存システムと⼀体化）に連続化できる。
・システムの⾼度な認証を通じ、⾃社業務と取引先とのデータ交換基盤が構築できる（WEB-EDIなど）。
・データ交換基盤を利⽤して、取引先とのコミュティの場を準備できる（⾃社と取引先、取引先と取引先）。



【⽬次】

●第1章　「配布データの準備とデータ開⽰まで」
●第2章　「データ開⽰のための認証・認可」
●第3章　「取引先からのデータダウンロード」
●第4章　「メールによるデータ配布」（脱PPAPメール）
●第5章　「取引先からのデータダウンロード」
●第6章　「監視・通知」



第1章
配布データの準備とデータ開⽰まで

「オンネットデータ配布」の機能説明（概要）・・・・・・・①
「オンネットデータ配布」の機能概要（詳細）・・・・・・・②
配布データ作成⽅法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・③
配布データ作成監視・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・④
配布データのダウンロード環境へのセット及び管理　・・・⑤

本章では、「オンネットデータ配布」の機能構成を説明します。
データ配布は、「サーバにデータを格納して、それを利⽤者がダウンロードする」
という機能ですが、データ格納の⽅法、安全性の確保、取引先別のアクセス
権限制御と利⽤履歴管理、監視・通知など具備すべき機能が多くあります。
これらの機能の関連、配布の考え⽅を説明します。



■「オンネットデータ配布」の機能説明（概要）

配布データ
準備機能

配布データ
共有管理機能

認証・認可
機能

【「オンネットデータ配布」の各機能】
・「オンネットデータ配布」は、以下の機能に分割して実装されています。
・「オンネットデータ配布」は、各社個別にインストールしますので、⾃由なカスタマイズが可能です。

外部システム
（販売、購買など）

データ
Down/UpLoad

機能配布データ

PDF/データ

配布データ

配布データ作成者

配布先側システム
（販売、購買など）

帳票

配布データ準備機能 配布データ共有管理機能 配布データ利⽤機能

外部認証・認可機能

設定した時間間隔で、バッチ処
理します。

・配布データをクラウド上で安全に管理する機能
・期限管理、ダウンロードトークン管理

Down/UpLoad
ログデータ

・配布先ユーザのログイン管理
・ログイン履歴/ログイン失敗履歴
・パスワード複雑性、多要素認証など
・役割（権限）管理

・配布データ分類によるメニュー管理
・Down/UpLoad画⾯
・各社デザイン、画⾯遷移で個別要件あり

・配布データに配布宛名データを付加したデータ
が格納される
・配布データを配布宛名データに基づいて、
・「配布データ共有領域」に登録する機能

NG配布
データ

システム接続をすると⼈⼿なしにデー
タ配布をすることができます。

配布先情報に誤りがあると、処
理が中断されNGデータとなりま
す。

システム管理者

データの安全管理は、⽇常的、
継続的に⾏う必要があります。

連絡管理

データ作成時、ダウンロード未実
施などをトリガーに柔軟な連絡を
⾏います（メール過多にならな
い運⽤）。

⾼度（ゼロ・トラスト対応）に
安全な認証基盤が求められて
います。

PDF仮想プリンタ

クラウド上で動作するPDF仮想
プリンタです。

配布データには、CSV,XMLなど
のデータとPDF（帳票）があり
ます。
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配布データと配布宛名データが対で
必要



■「オンネットデータ配布」の機能概要（詳細）

社内利⽤者

タイムスタンプ
（オプション）

フォルダ

PDF

その他
システム

システム連携

⼿動連携

システム連携

配布⽅法の定義

Blob 

クラウド転送機能
（SASトークン⽣成）

（OSAB4610）
マイクロソフト社

Azure

ログイン
（認証・認可）

配布画⾯

ダウンロード
利⽤者

配布実体
情報

外部データ
共有管理
DL履歴

PDF出⼒帳票
（データ、PDF）

アクセス記録

MS365
履歴管理

（オプション）

イベント連絡機能
（メール、SMS）

作成連絡

削除連絡

ダウンロード促し

メール・SMS

「修正・削除記録が残るクラウド
サービス」の場合、タイムスタンプ
不要への対応

システムデータ作成領域

ユーザ利⽤領域

【「オンネットデータ配布」の特徴】
・「オンネットデータ配布」（以下、配布システムという）は、配布システム全体を各社個別に提供するものです。課
⾦は、システム利⽤料となります。
・⼀般的には、各社が契約したAzure環境に提供します。
・したがって、配布サービスを提供し、配布データの量で課⾦する、他社システムとは異なります。

【「オンネットデータ配布」のメリット】
・システム利⽤料なので、利⽤コストが下がる可能性があります（利⽤料、蓄積料の単価が安価）。
・占有利⽤なので、機密確保が、⾃社ポリシーで⾏えます。
・個別カスタマイズが可能（システム⾃動連係、ダウンロード機能追加、WEB-EDIなど）。
・得意先、発注先マスタ連携が可能で、管理の⼀元化が図れます。
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OneDrive

履歴管理が⾏える

配布データの準備
（OSAB4600）

⼿業によるデータ作成領域

「オンネット統合業務システム」
以外のシステムもデータ連携出
来る。

配布データ共有管理機能

帳票配布
統合管理

配布データ
作成監視

OHJG4620C

帳票配布
統合管理

OHJG4620A

帳票配布
統合管理（詳細）

OHJG4620B

取引先マスタ
（得意先・発注先）

フォルダ

PDF
出⼒帳票

（データ、PDF）

外部データ
共有管理

外部データ
共有管理⼀覧
OHJG4360A

外部データ
共有管理明細
OHJG4360B

配布データ準備機能

統合連絡管理
⼀覧

OHJG4350A
統合連絡管理

基本
OHJG4350B

統合連絡
管理

通知
メッセージ

通知メッセージ
⼀覧

OHJG4750A

通知メッセージ
基本

OHJG4750B

配布宛名
データ

配布データ利⽤機能

外部認証・認可機能



Seikyusho_202307_20_3506_20230807_132602_2_2-job_6.pdf

{

“RequestID”: “0001”,
“SuppliersKBN”: “1”,
“SuppliersCD”: “012345000”,
“DataCreateYYYYMMDD”: “20230630”,
“DeletionYYYYMMDD”: “0230930”,
“UnreadNoticeYYYYMMDD”: “0230730”,
“DLFileCategoryKBN”: “01”,
“DLSearchTag”: [“請求書”,”⽉次”],
“FileTitleJPN”: “６⽉分請求書”,
“FileName”: “seikyusho202306.pdf”,
“SetupNoticeKBN”: “1”,
“ImportanceRank”: “8”,
“LicenseNumber”: “0001”,

  “SetupRemarks”: “再作成したものです”
}

Seikyusho
202306.pdf

(Seikyusho202306.json)
+

帳票（データ）配布
の準備

（OSAB4600）

【⽅式２︓データ＋配布情報⽅式】

【⽅式1︓ファイル名配布⽅式】

配布環境へ
（クラウド）

取引先
（得意先・発注先マスタ）

配布⽅法の定義

OK

NG

業務システム
PDF仮想プリンタ

配布情報直接作成

【オプション】
クラウド上に、PDF仮想プリンタをご⽤意
しています。

【配布データ作成機能説明】
・あるフォルダに配布データを書き込むと、配布環境にデータセットします。
・その際、取引先マスタ（発注、得意先など）を参照し、エラーチェックします。
・「NG」のものは、誤り箇所を訂正して再度、ファイルを書き込みます。
・「帳票（データ）配布集約」は周期起動、フォルダ変化起動します。

■配布データ作成⽅法

帳票配布
統合管理

帳票配布
統合管理

システム管理者

配布運⽤を監視します。

独⾃配布情報 変換
（個別対応）

PDF直接作成
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タイムスタンプ

OneDrive
連携

OneDrive

【オプション】
必要により
・タイムスタンプ
・更新履歴管理
の各機能の追加が可能です。

クラウドでの履歴管理は、帳
簿保存法の利⽤に於いて「適
切」となっています。

配布情報が⾃社仕様の場合、標
準の配布情報（json)に変換しま
す。

リカバリー処理へ

各種マスタ
（得意先、発注先など）

各種マスタで配布先の存
在チェックを⾏います。



■配布データ作成監視

OK

フォルダ

PDF
出⼒帳票

（データ、PDF）

データ準備領域

NG

帳票配布
統合管理

処理依頼中のファイルが⼀覧表⽰されます。
処理されたデータは、⼀覧から除かれます。

NGフォルダの内容が表⽰されます。
NGフォルダはシステム連携出来なかったデータ
ですので、リカバリー処理する必要があります。

【配布データ作成監視機能説明】
・各システムまたは各担当（部⾨）から取引先配布データが作成されるます。
・正しく作成された、取引先配布データは、取引先がダウンロード可能な場所
（配布環境）に連結、配置します。
・しかし、配布情報に不備がある場合は、システム管理者に連絡し、リカバリーを
⾏う必要があります。
・本機能は、「正しく処理できたか」、「正しく処理できなかった」かを監視します。
・また、処理した内容を「帳票配布統合管理」に記録するので、利⽤実績（量、
データ内容）を把握できます。

処理結果がOKであれば、表⽰されます。
但し、配布環境に転送されると消去されます。

再作成処理

処理内容は、「帳票配布統合管理」に記録されます。
処理実績が管理されることになります。

ファイル実体 配布環境へ
（クラウド）
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OK

■配布データのダウンロード環境へのセット及び管理

外部データ共有
管理

外部開放データ
接続

（OSAB4610）

外部データ共有
管理DL履歴

・配布するデータ（クラウド上）を管理する画⾯です。

・配布データの緊急削除が⾏えます。
＊通常削除は、スケジュール化されます。

・ダウンロード状況を確認できます。

・圧縮ファイルの内容確認ができます。
（注意）配布機能内で圧縮した場合のみ

ファイル実体

システム管理者

ダウンロード画⾯へ
（WEB画⾯）

ダウンロード
利⽤者

帳票配布
統合管理
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【外部データ共有管理機能説明】
・SASトークン制限付きで、クラウド上に、配布データを準備します。
・データは、SASトークン付以外では、アクセスできない仕組みですが、共有データの状況管理は必要です。
・利⽤者から、「ダウンロードできない」旨の連絡が想定され、状況確認が必要です。
・本情報が、利⽤者のダウンロード画⾯に表⽰される内容です。



第2章
データ開⽰のための認証・認可

「外部認証」運⽤ポリシー　   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・①
多要素（⼆段）認証⼿順（メールアドレス確認)　　・・・・・②
多要素（⼆段）認証⼿順（ログイン⽅法）　　 ・・・・・・・・③
アカウント管理 　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・④
リカバリーキーの作成　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑤

認証とはログインのことです。認可とは、ログイン後、権限や役割で利⽤するサ
ービスの利⽤可否を制御することです。

当社では、この認証・認可は、「データ配布」に限らず「オンネット統合業務
内」で統⼀しています。ですので、ここで説明する内容は、当社の外部（社
外利⽤）認証の標準機能となります。

今回は、「データ配布」と外部認証機能の関係で説明していますが、メニュー
には、「データ配布」以外の別機能も追加することが出来ます。
例えば、「データ配布」を発展させた、専⽤の受発注画⾯（WEB-EDI機
能）、取引先への連絡機能などです。



●ロックアウトオプション(利⽤者ごとに適⽤/不適⽤の設定が可能)
ロックアウト︓全利⽤者で適⽤中
ロックアウト時間︓分指定
ロックアウトされるまでに許可される失敗したアクセス試⾏回数︓回数指定

●パスワードオプション(利⽤者全員に以下の設定が⼀律に適⽤される/設定項⽬の変更は可能)
パスワードに数字を含める必要︓有無指定
パスワードの最⼩⻑︓⽂字数指定
パスワードに含める必要がある⼀意の⽂字の最⼩数︓個数指定
パスワードに⼩⽂字の ASCII ⽂字を含める必要︓有無指定
パスワードに英数字以外の⽂字を含める必要︓有無指定
パスワードに⼤⽂字の ASCII ⽂字を含める必要︓有無指定

●⼆要素認証(利⽤者ごとに適⽤/不適⽤の設定が可能)
Authenticator⼜はメールアドレス、SMSでの⼆要素認証が可能
Authenticator⼜はメールが使えない状況に備え、リカバリーコードによる認証が可能
(*注意:予めユーザー⾃⾝がリカバリーコード発⾏の操作を⾏い、発⾏されたリカバリーコードを⼿元に控えおく必要がある)

●アカウント確認
メールによるアカウント確認を⾏う(*注意:同⼀メールアドレスで複数ユーザーの登録は出来ない)
*電話によるアカウント確認（⾳声合成）は、現時点では⾏わない。

■「外部認証」運⽤ポリシー

外部
認証

外部認証 内部認証

社内利⽤者が、社外から「オ
ンネット統合業務」を利⽤する
場合に連携します。

【⼆つの認証形態】

「オンネット統合業務」には、⼆つの認証があります。
①外部認証
本書での説明範囲です。主に「オンネット統合業務」を社外利⽤者
（社員及び取引先）から利⽤するためのものです。
WEB画⾯による認証です。

②内部認証
主に「オンネット統合業務」を社内利⽤者（社員）から利⽤するた
めのものです。
Windows画⾯による認証です。

認証

社外利⽤者

取引先
⽀店・部課

連携

社内利⽤者

役割

取引先
⽀店・部課

役割

組織

WindowsPC

【Windows画⾯で利⽤】
・「オンネット統合業務」は、Windows画⾯で作成されています。
・ですので、ログイン画⾯もWindows画⾯で作成されています。
・基本的には、社内利⽤が原則ですので、社員、出向者、業務提携
先など限られた場所の利⽤となります。
・ネットワークはVPN利⽤、IP制限で利⽤します。
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【WEB画⾯で利⽤】
・「オンネット統合業務」のデータを社外で利⽤するためのものです。
・WEB画⾯でログインします。
・利⽤者は、取引先、社員の社外利⽤を想定しています。
・多要素認証など、⾼度な認証⽅式となっています。
・ゼロトラストの考え⽅で、ブラウザがあれば、安全に使える⽅式です。



■多要素（⼆段）認証⼿順（メールアドレス確認）

社外利⽤者

システム管理者

利⽤申請

外部
認証

取引先
⽀店・部課

役割

個⼈ID、ログインID、パスワード、メールア
ドレスを登録します。

＊個⼈ID
社員番号など不変のIDを管理します。
ログインIDは、変更可能です。

メールアドレス確認

【メールアドレス確認の⽬的】

サービスを利⽤する際に本⼈であることを証明するためです。アカウント登録確認を
⾏うことで、不正なアクセスや悪意のある利⽤を防ぐことができます。
申請したメールアドレスが、本当に申請者と同⼀⼈物のものかを確認しています。

予め登録されているメ
ールアドレスと照合さ
れている。
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社外利⽤者

「アカウント確認コード
を送信」を押下

「未完了」が通知される

リンクをクリックすると
「アカウント確認」が
終了する



123456

Authenticator

Authentictorを利⽤する場
合は、スマホの「認証コード」
（ワンタイムパスワード）と連
動する。

予め、連動設定（アプリインストール、
当サイトとの連携付け）をしておく。

メールもしくは、SMSに認証コードが送
られる

②メール、SMS利⽤の場合

【認証⽅法の選択】
認証⽅式として、
①Authentictor⽅式
②メール・SMS⽅式
③ID/パスワード⽅式
があります。
守るべき情報と利⽤者負担とを勘案して認証⽅式を選択する必要
があります。

業務画⾯

③ID/パスワードのみの場合

2-③

■多要素（⼆段）認証⼿順（ログイン⽅法）

「認証コード」を⼊⼒す
る。



■アカウント管理

パスワードの変更をします。

メールアドレスの変更をします。

⼆（多）要素認証の設定をします。

スマホの「Authenticator設定」
をします。

【個⼈によるアカウント管理】
・ここでは、個⼈によるアカウント管理の範囲を⽰しています。
・多要素認証は、システム、組織単位で強制するか、否かは考慮点です。
・多要素認証は、操作性から考えると⾯倒になるためです。
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■リカバリーキーの作成

2-⑤

・⼆要素認証の開始にあたって、リカバリーコードを
作成すると、
・⼆要素認証が、何らかの理由により、ログインで
きなくなった場合、
・リカバリーコードを利⽤してログイン可能になります

・リカバリーコードは複数作成されます。
・使ったリカバリーコードは、再利⽤できません。
・リカバリーコードの再作成は可能です。

【リカバリーキーの利⽤について】
・多要素認証では、他のデバイスを利⽤してログインします。
・その際、スマホなどが利⽤できない場合は、ログインできないことになります。
・多要素認証⽤のデバイスが利⽤できない時は、ここで作成したリカバリーキーを登録するこ
とで、認証が可能になります。



第3章
取引先からのデータダウンロード

データ・ダウウンロード（利⽤者側画⾯） ・・・・・・・・・・①
データ・ダウウンロード（スマホ対応）   ・・・・・・・・・・・・②
データ・ダウウンロード状況の監視　    ・・・・・・・・・・・・・③

この章では、利⽤者からのデータダウンロード機能について説明します。ダウン
ロードは、ダウンロード可能なデータ⼀覧が表⽰され（⾃社分のみ表⽰され
ます）、選択してダウンロードするものです。
その際、システム管理者に限り、「特定の会社の利⽤者にチェンジすることが
可能になる機能」があります。これは、利⽤者側からの運⽤上の問題指摘に
対して、相⼿側の担当者に成り代わって、内容確認するためです。もし、本
機能が無ければ、相⼿先のID、パスワードで内容確認する必要あり、セキュ
リティ上の問題が発⽣します。
またダウンロードは、スマホにも対応していますが、表⽰⾯積などの点で利⽤の
快適性は損なわれます。
だれが、いつダウンロードしたかの履歴管理も重要で、実装しています。



■データ・ダウウンロード（利⽤者側画⾯）

認証

認可

配布データ区分により、画⾯を分け
られます。
但し、画⾯の列名は、同⼀です。

配布データ区分によりタイトル名
が変化します。

メニューボタンの配置は、任意に
設定可能です。

システム利⽤者は、
・システム管理者
・ユーザ側管理者
・⼀般利⽤ユーザ
を想定しています。

・「システム管理者」は、全ての取引先の⽀店部課を切り替えることが可能です。
　-利⽤者からの問い合わせ対応、システムの正常性確認のためです
・「ユーザ側管理者」は、⾃社（⽀店部課を含む）の配下の表⽰を可能とします
・「⼀般の利⽤ユーザ」は、取引先と⽀店部課切り替えはできません。

検索項⽬は、個別対応は可能です。

列項⽬は、個別対応可能です。
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多要素認証がある場合で
す。

データ区分により、メニュー
ボタンを分ける事が出来ま
す。

ダウンロードの列は、横スク
ロールで⾏います。

ダウンロードされていると⽇
時が表⽰されます。

■データ・ダウウンロード（スマホ対応）
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ダウンロード
利⽤履歴

ダウンロードの度に、利⽤履歴に記録されます。
その際、利⽤者とシステム管理者の操作も区
別できます。

最終ダウンロード⽇時が表
⽰されます。

ダウンロードごとに、明細表⽰さ
れれます。

■データ・ダウウンロード状況の監視

３-③

本画⾯は、WEB画⾯でなく「オンネット
統合業務」の管理画⾯です。



第4章
メールによるデータ配布
（脱PPAPメール）

 メールデータ配布の仕組み（⼿動）・・・・・・・・・・・・・・・・・①
 メールデータ配布の仕組み（システム連携）・・・・・・・・・・・・② 

PPAPとは、「Passworｄ（P）付きファイルを送ります。」「Password（P）を送ります」「暗号化
（A）」「Protocol（P）」の頭⽂字をとった⾔葉です。⽇本政府（内閣府）もそのPPAPの危険性から
廃⽌を発表しています。

データ配布の⽅法は、①WEB画⾯でログインの後、ダウンロードする⽅法、
②メール添付を⽤いて⾏う⽅法があります。①については、「オンネットデータ
配布」の機能です。②については、「①より便利」と考える利⽤者も多く、今
後も「機能準備の必要性はある」と考えています。

②の⽅法ですが、現在、配布データをクラウドサーバに転送してから（ここまで
は、①の⽅式と同じ）、SASトークン付のURL貼り付けメールで対応していま
す。
この⽅法は、ログインが無いので、利⽤者からすると便利です。しかし、ダウン
ロード履歴を取得するのが難しい問題があります。
また、ログインしないので、利⽤者からすると「安全性懸念を抱く」などの問題
があります（実際は、アクセス可能期間が設定されているので、総当たり法
攻撃に対して安全です。⼤⼿クラウドサービス会社が利⽤しています）。
利⽤会社ごとに考え⽅が異なりますので、運⽤を整理しながら運⽤適⽤して
いきたいと考えています。



https://onnetdasd06.blob.core.windows.net/public-share/
20231217101659292.zip?sv=2020-08-04&st=2023-12-
16T15%3A00%3A00Z&se=2023-12-
24T14%3A59%3A59Z&sr=b&sp=r&sig=gOjTW7T07s672ByFDCUndTO85qtc1dzcXXXXX
cLw%3D
上記リンクからZIPファイルがダウンロード可能です。
ダウンロード可能期間は2023/12/17 0:00:00〜2023/12/24 23:59:59までです。

フォルダ

データ配布先

PDF、エクセルなどのデータ

外部データ共有管理
（データの管理簿）

送信する添付ファイル（ローカ
ル）を指定します。

データ送信者

【メールによるデータ配布を安全に⾏う仕組み】

・PPAPは、「①パスワード付ZIPファイルのためウイルスチェックが効かない、②パスワードをZIPファイルと同じ経路で、送信するので、安全対策になら
ない」、「③パスワードは単純に設定されるケースが多く、総当たり法で容易に解読されてしまう」という問題があります。
・そこで、データは、クラウドストレージに格納し、ダウンロード可能な⽂字（SASトークン）をメールで送ることで、安全性を⾼めます（トークンを知ら
なければダウンロードできない、ダウンロード期間が制限されている、クラウドストレージ側データが削除できる）。
・ダウンロード側は、SASトークンをクリックするだけで、ダウンロード出来るので、データ⼊⼿の操作性が向上します。

クラウドストレージ

ZIPファイル作成画⾯に遷移し
ます。

ZIPファイル名を決めます。⽇本
語の場合、展開する相⼿側の
ソフトにより⽂字化けする場合が
ありますので、英数字を推奨しま
す。

SASトークン⽂字列を⽣成しま
す。このトークンが無いとダウンロ
ード出来ません。
ダウンロード可能期間の制限を
付けて発⾏します。

SASトークン⽂字列です。
トークン⽂字列のみとメール貼り
付け⽤⽂字列の⼆種類を⽣成
しています。

SASトークン⽣成と同時に、ロー
カル側ファイルをクラウド側にアッ
プロードします。

配布データの実体管理を
「外部データ共有管理」テ－ブ
ルで管理します。
「オンネットデータ配布」と同じ仕
組みを利⽤します。

クラウドストレージから配布データ
をダウンロードします。

SASトークン⽂字列をメール本
⽂に貼りつけます。

■メールデータ配布の仕組み（⼿動）
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■メールデータ配布の仕組み（システム連携）

クラウドストレージ

・配布データの実体を管理します。
・緊急削除、SASトークンの再発⾏な
どが出来ます。

外部データ共有管理
（データの管理簿）

クラウドストレージ
アップロード

SASトークン⽣成

ZIPデータ化

配布
メールアドレス

取得 得意先

発注先

内部認証
（社内）

外部認証
（社外）

メール送信

API側処理

ファイル準備

API連携

終了処理

データ配布先

ダウンロード

データ送信者

システム側処理
・得意先コード
・発注先コード
・ファイルの位置
・ダウンロード期間
を連携します。

・処理結果を取得
します。

統合
連絡テーブル

・URL（SASトークン）をクリックして
ダウンロードします。

・メールによるデータ配布がどうなってい
るかを管理しています。

【システム連携によるメールによるデータ配布の仕組み】
・WEBによる認証画⾯（ログイン画⾯）によるデータ配信は、配布先の積極度により、「ダウンロードをしない」懸念が残る。
・例えば、請求書などは、配布先の要求による受取りではない。
・そこで、メールにSASトークンを貼りつけて、それをクリックすれば、ダウンロードする仕組みを⽤意した。
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・統合連絡で管理しますので、メール
の他、SMS、Teamsなどにも送れま
す。



第5章
オンネット仮想PDFプリンタ

 「オンネット仮想PDFプリンタ」の必要性と機能の流れ・・・・・・・・・・①
 「オンネット仮想PDFプリンタ」の仕組み   ・・・・・・・・・・・・・・・・・②

データ配布（帳票の場合）の前提として、当然ながらPDF化する必要があ
ります。
最近では、PDF化ソフトは、PCに組み込まれているので、「それを利⽤すれば
無料」と考えるかも知れません。
でも次の問題があります。①数⼗枚以上の帳票をPDF化するのは、⼿動で
は無理。②システムから出⼒された帳票を⾃動的にPDF化できたとしても、
前取引先⼀ファイルの請求書を配布先毎に仕分ける必要がある。です。
これらの問題を解決するために、クラウド上に「オンネット仮想PDFプリンタ」を
⽤意しています。



■仮想PDFプリンターの必要性と機能の流れ

プリンタ指定
（PDF出⼒）

電⼦データ

PDFデータ

配布先データ

配布情報を⼿作業で作成

オンネット
データ配布データ送信者

オンネット
データ配布

配布先情報
設定

オンネット
仮想PDF
プリンタ

PDFデータ

配布先情報

PDFデータ

配布先情報

得意先
マスタ

発注先
マスタ

基幹システム
帳票作成

（販売・購買など）

配布先
⼀致チェック

ツール

PDF内容から
配布情報⽣成

ツール

電⼦データ

電⼦データ

データ配布するために、帳票を
⼀括PDF化する仕組みが必要

PDFの内容を読み取って、そこ
に書かれている情報から配布先
情報を⽣成する仕組み

PDFと配布先データを別々に作成した場合、
PDFの内容と配布先情報が⼀致しているかを
確認する仕組み（誤配送防⽌）

【作成の都度、⼿作業でデータ配布する場合】 PC組み込みのドライバーで出⼒（無料）

【業務システムから⾃動配布する場合】

システムで、配布データと配布先情報
を対で作成する処理
（ファイル名⽅式、別ファイル⽅式）

システムで⼀括出⼒されたデータを配
布先毎に分離して、出⼒する機能が
必要です。
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【「オンネットPDFプリンタ」は、システムから⼀括出⼒する仕組み】
・システムから⼀括して、配布先毎にPDF出⼒する仕組みです。
・PC単位で個別⽂書を出⼒する仕組みではありません。システム連携⽤です。
・本仕組みは、主にデータ配布（電⼦帳簿保存法対応など）で、利⽤する仕組みです。

PDFをシステムから作成しないと⼿動でデータ配布を⾏
う必要があります。

⼀⽂書ずつ⼿動でPDF化する必要があり
ます。

システム出⼒から⼈⼿を介さずにデータ
配布を⾏う事が可能になります。

⼀取引先ごとにPDFを準備し、
配信します。

全取引先に、⼀挙にPDF配布
します。

配布前に、内容確認
を⾏う仕組みが必要で
す。
各社⽅法が異なりま
す。



■「オンネット仮想PDFプリンター」の仕組み

オンネット
仮想PDF
プリンタ

プリンタドライバー
設定

ログ

ストレージアカウント

PDF⽂書

クラウド（Azure）業務プログラム

SMB が使⽤する TCP ポート 445 
を経由して共有

プリンタ出⼒部のプリインタ設
定を「オンネットPDFプリンタ」
に設定する。

ストレージアカウントは、⾃社
占有にできるので、セキュリテ
ィ上、安⼼感がある。

必要により、ローカルPCのフ
ォルダにマウント出来る。

Azureのコンテナで機能提
供している。

【「オンネット仮想PDFプリンタ」は、クラウド上で動作】

・「オンネットPDFプリンタ」は、クラウド上でプリンタを⽤意するものです。
・全国どこからでも利⽤可能です。
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第6章
監視・通知

「オンネットデータ配布」と統合通知機能・・・・・・・・・・①

「オンネットデータ配布」に於いて、通知機能は重要です。まず重要になるの
が、データ利⽤者に対する通知です。「データ作成完了」と「ダウンロードしてい
ませんよ」の連絡です。

これらの連絡を、毎⽇、決まった時間でに⾏うと、鬱陶しくなります。回数制
限、グループで⼀通知などが必要になります。⽂⾯についても、データ名やダウ
ンロード可能期間などを盛り込む必要があります。

ですので、通知機能は、パラメータなどで⼀律に設定できないものもあります。
統合通知機能は、DB変化のタイミング（進捗）、利⽤者属性、データ属
性などを参照して、⾃由度のある通知が⾏えます。
通知は、メール、SMS、Teams、パトランプなどに⾏えます。



Teams

帳票配布
統合管理

外部データ
共有管理

外部データ
共有管理
DL履歴

通知
メッセージ

統合連絡
管理

■「オンネットデータ配布」と統合通知機能

通知⽂組⽴て1
（SQLS）

配布先

通知⽂組⽴て2
（SQLS）

通知⽂組⽴ｎ
（SQLS）

発注先マスタ

品⽬マスタ

得意先
マスタ

オンネット統合業務
マスタ、取引データなど

共有データの作成段階
を捉える事が出来る。

「配布準備が完了し
た」

「ダウンロードが可能に
なった」

「ダウンロードしたか︖し
ていないか」

SMTPサーバ
接続

SMTPサーバ

SMSサーバ

$＄⽂字列＄＄で、実際
の⽂字列（DBの⽂字
列）で置換します。

通知⽂書を⼀括管理し
ます。

①配布（共有）データの状況を捉えて
②通知⽂のテンプレートと「オンネット統合業
務」のDB内容で、通知⽂を組み⽴てる
③その内容を統合管理DBに登録します。

通知内容が、⼀覧で管
理できます。

社内利⽤者・システム管理者

SQLSとは、簡単に処
理ロジックを記述するた
めのツールです。

【統合通知機能について】
・本機能は、「オンネット統合業務」の共通機能です。
・配布は、メール、SMS、Teams、パトランプに対して⾏えます。
・配布のタイミングを検知し、必要なメールに限定して送信することを可能に
しています（メールの嵐にならない、合理的なメール連絡）。
・「オンネット統合業務」のDB項⽬を⽤い、任意の⽂章を組み⽴てます。

DB項⽬を⽤いて⽂章
組⽴てが可能です。
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